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太宰府小６年　　宮本　絢那さん

ごめんねで
　こころの雲が
　　晴れていく

み や も と 　 　 あ や  な

（太宰府市観世音寺）池坊

松、カサブランカ、オクラレウカ　他

八尋ヤエ子

（応募時）

韓国では何事につけ「食べる」という表現をよく使います。年を取ることを「年

を食べる」というのは日本でも似たような表現があるようですが、他にも、決心す

ることを「心を食べる」、恐れることを「恐れを食べる」、熱中症になったことを

「暑さを食べる」など、本当にさまざまな状況で「食べる」と表現します。笑い話で

「韓国は食べ物に本気の国」と自称するほどです。今回はそのような表現の中か

ら、「ごはん」に関わるものを少し紹介したいと思います。

まず、１つ目の表現は、「炊きあがったご飯に墨を撒く」

です。これは物事が順調にいっていることや順調にいこう

としていることを妨害し、状況が悪化したときに使われる

言葉です。

そして２つ目は「豆ご飯を食べる」という表現です。これ

は刑務所に拘束されることを意味します。昔の刑務所では

白ご飯ではなく、豆ご飯がよく出たことが由来です。現在は法の改正により収監

者に白ご飯が提供されていますが、それでもこの表現は今も使われています。

これ以外にも、自立して一人前であることを「ご飯代」、安定してクビになる心

配のない職場を「鉄茶碗」、習慣的にする行動を「ご飯を食べるように○○す

る」、とても易しいことを「冷め粥食い」、無視されるまたはまともに扱われない立

場を「冷や飯の立場」など、色んな表現があります。このように、日本と同じように

韓国でも、「ごはん」の文化は日常に深く根差しています。

「ごはん大好き、韓国人！」
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